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    横浜・八景島シーパラダイス 
 

世界最大の魚類、大水槽へ 

「ジンベエザメ」展示開始！ 
【 ２０１８年１０月４日（木）より公開 】 

 

東日本唯一の展示！！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

お客様のお問い合わせ  この資料に関する報道関係各位 

お問い合わせ 

『横浜・八景島シーパラダイス』 

Tel ０４５－７８８－８８８８ 

http://www.seaparadise.co.jp 

 『横浜・八景島シーパラダイス』 

営業推進部（広報担当） 

高城・冨田・齊藤・後藤 

Tel ０４５－７８８－９６３５ 

Fax ０４５－７８８－９７３５ 

e-mail kouhou@seaparadise.co.jp 

 

 

  



 

世界最大の魚類、大水槽へ 

「ジンベエザメ」展示開始！ 
【 ２０１８年１０月４日（木）より公開 】 

 
『横浜・八景島シーパラダイス』では、成長すると全長１２ｍ以上にもなる世界最大

の魚類「ジンベエザメ」を２０１８年１０月４日（木）より展示いたします。 

今年８月２１日（火）に東京湾の入口、千葉県館山沖の定置網に迷い込んだオスの「ジンベエ

ザメ」で、８月２８日（火）に『横浜・八景島シーパラダイス』へ搬入いたしました。 

水族館「うみファーム」にて、より自然の海に近い環境で飼育を行い、この度健康状態が 

安定いたしましたので、１０月３日（水）にアクアミュージアム１階の大水槽「大海原に   

生きる群れと輝きの魚たち」に移動し、１０月４日（木）より展示を開始いたします。 

 

「ジンベエザメ」は魚類の中では世界最大種で、成長すると全長１２ｍ以上にも及ぶと  

いわれています。オキアミなどのプランクトンのほか、小魚などを食べる濾過摂食性の  

サメで、おとなしい性格であるため人を襲うことはありません。 

「ジンベエザメ」の展示は、現在国内においては沖縄の「沖縄美ら海水族館」、大阪の   

「海遊館」、鹿児島の「いおワールドかごしま水族館」、石川の「のとじま水族館」で行わ

れており、『横浜・八景島シーパラダイス』は日本国内では５館目となり、東日本唯一の  

展示施設となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ジンベエザメ】 
分  類 ： テンジクザメ目ジンベエザメ科   
学  名 ： Rhincodon typus 
英  名 ： Whale Shark 
分  布 ： 世界中の熱帯・亜熱帯・温帯の海域  
特  徴 ： 成長すると体長１２ｍ以上にも及ぶ魚類の中で世界最大種。 
       濾過摂食性のサメで、オキアミなどのプランクトンのほか、小魚 

などを食べる。おとなしい性格で人を襲うことはないとされる。 



 

■貴重な生きものたちが集まる東京湾 

東京湾には、夏になると南にすむ魚たちがたくさん訪れます。その中で最も大きな魚が 

「ジンベエザメ」です。「ジンベエザメ」は、夏場の海水の温度が上がる時期に、黒潮の   

暖流にのって、私たちの身近にある東京湾にも回遊してきます。今年は台風が多く、例年  

より海流が沿岸に近づいたことから、漁師さんの定置網に迷入したと考えられます。 

東京湾は四季を通じて、さまざまな生きものの姿が見られる、魅力的な海です。大水槽  

「大海原に生きる群れと輝きの魚たち」では、そんな東京湾の生態系を再現しており、   

数万尾のマイワシの群れやサバ・アジの群れ、それらを捕食するアカシュモクザメやホシエイを 

同時に展示することで、自然の海では日常的な現象である喰う・喰われるという食物連鎖の

厳しい環境をも再現しています。さらには、季節の移り変わりによって出現するアオリイカ

やマトウダイ、タチウオなどの変わり種も展示いたします。 

大海原を悠々と回遊する「ジンベエザメ」は、より自然豊かな東京湾を再現する魅力となり、

混泳する生きものたちの動きに躍動感を与えます。また、この展示を通して、私たちの身近

にある東京湾の豊かな生物相と、この海域の魅力を伝えてまいります。 

 

■「ジンベエザメ」の飼育について 

『横浜・八景島シーパラダイス』では、２０１０年１０月から２０１６年１０月までの期間、

「ジンベエザメ」のオスとメス２頭の飼育経験があり、今回が３頭目の飼育展示となります。 

大水槽「大海原に生きる群れと輝きの魚たち」での展示は初となり、大水槽の大きさを  

考慮し、体長５．５ｍを超えたら外洋に放流予定です。 

開業２５周年を迎えた当館は五感体感をテーマにしております。東日本では見ることが 

できなかった世界最大の魚類「ジンベエザメ」をより多くの方にご覧いただき、実物の迫力  

ある姿を間近でご体感ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 今回の搬入個体 

全  長 ： 約４．５ｍ 
性  別 ： オス 
捕 獲 日 ： ２０１８年８月２１日（火） 
捕獲場所 ： 千葉県館山市坂田漁港の定置網 
展示場所 ： アクアミュージアム１階 

大水槽「大海原に生きる群れと輝きを魚たち」 
（高さ８ｍ、幅１５ｍ、水量１，５００トン） 


